
一つのゲームを通して、お互いを尊重することや、グループ内でのコミュニケーションを

～事業趣旨～

～HRTプログラム～(Human　Relation　Training）

～カヌー体験・アーチェリー体験～

促進することを目指すプログラムです。

ルールをしっかり守り野外スポーツを行ないました。
自然の中で自分自身が主役になります。おもしろさ難しさに挑戦、体験します。

豊かな自然環境のもとで、子どもたちが寝食をともにしながら、人と自然の関わりを
学び、ふれあうことにより、自主性・協調性・社会性などの「生きる力」を育むことを
目的として実施しました。



朝食は簡単自炊、夕食は薪等を使った自炊とし食事を作る、食べる楽しみを
引き出しました。昼食はプログラム時間を優先して給食を利用しました。

～テント泊～

～川の生き物、野鳥観察～

ロッジに比べ夜の暗闇や気温の変化、周りの風の音などから「自然の中にいる」実感を
得られます。初めてのテント泊の子どもも多かったです。

～食　事～

野鳥観察では双眼鏡を一生懸命のぞきこみ「みえた！みえた！」と大はしゃぎでした。
川の生き物では川の中に入ってサワガニ、カエルなど楽しそうに見つけていました。



猛暑の中４年生から６年生までの４５名は毎日様々なプログラムに取り組みました。
得意なこと、苦手なこと、楽しいこと、初めて体験すること色々な活動の中、子ども達は
日々一生懸命で驚かされる事もたくさんありました。
帰りのバスの中で、もっとみんなと一緒にいたい・・・早く家に帰りたい・・・
どんな気持ちだったかは分かりませんが子どもたち全員大きく成長して帰ってきました。
この４泊５日のキャンプを通して、子どもたちは自主性や協調性、社会性など「生きる力」

～応募者数と参加者数～

応募者数 参加者数

２１年度 １１２人 ４３人

２２年度 ２２０人 ４５人

を学び、育んでくれたのではないでしょうか。




